
 

 

 
 

 

 

 何
なに

も悪いことをしたわけではないのに、誤解
ご か い

されてしかられた経

験はありますか？そんなときは、説明
せつめい

しても分
わ

かってもらえず、つい、ふてくされ態度

をとってしまったり、怒
いか

りでうまく説明
せつめい

できなかったりしがちです。そこで、次の言葉
こ と ば

を紹
しょう

介
かい

します。 
 

瓜田
か で ん

に履
くつ

を納
い

れず、李下
り か

に 冠
かんむり

を正
ただ

さず 
これは、中国南北朝

なんぼくちょう

時代（439～589年）の詩文集「文選（もんぜん）」に載
の

って

いる言葉です。 

 瓜田
か で ん

とは、「うり」を栽培している畑のことです。うりはど

んなところに実
み

がなるでしょうか？同じウリ科のメロンを想像
そうぞう

してもいいかもしれません。スイカと同じように地面
じ め ん

の上にで

きますね。 

 履
くつ

は、「はきもの」を表した漢字です。つまり、瓜
うり

が生
な

っている畑で靴
くつ

をはき直
なお

した

り、靴
くつ

紐
ひも

を結
むす

んだりしていると、周囲
しゅうい

の人からは瓜
うり

を盗
ぬす

んでいるよ

うに見
み

えるということです。 

 李
り

は「すもも」のことです。李下
り か

ということは、「すもも」の木

の下ということです。 冠
かんむり

は、頭にかぶるもののことです。昔の中

国では、地位
ち い

や階級
かいきゅう

などを示
しめ

すために冠をかぶることが普通
ふ つ う

でした。 

もし、みなさんがおいしそうな桃
もも

がなっている木の下でかぶっている

帽子
ぼ う し

をかぶり直したりしたらどうでしょうか？その所作
し ょ さ

が桃を盗んでいる

ように見える可能性があります。瓜
うり

の畑のときと同じように、決
けっ

して悪
わる

い

ことをしているわけではありません。しかし、誤解
ご か い

をされるかもしれな

い。中学生くらいになると、今
いま

の自分の行動
こうどう

が他人
た に ん

から見た場合に、もしかしたら誤解
ご か い

を招
まね

くかもしれないと考えられるようになります。決して悪
わる

いことをしているわけでは

なくても、そう誤解
ご か い

されないために最初
さいしょ

から時
とき

と場所
ば し ょ

を考えて行動
こうどう

することが求
もと

められ

ます。 

「そんなつもりじゃなかったのに…」普段
ふ だ ん

の会話
か い わ

でもありがちです。SNS ではもっ

とありえます。もしかしたら自分が知らずに相手
あ い て

を傷
きず

つけたり、怒
おこ

らせたりしているか

もしれません。相手
あ い て

のせいにすることなく、自分の言動
げんどう

を見直
み な お

すとこれからの人生がも

っと豊
ゆた

かになるかもしれません。 
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